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ウズベク語の補助動詞構造 
《完了副動詞 (動詞語幹-(i)b)＋ket-, qɔl-, qoy-》について 
 
日高 晋介 





 ウズベク語1には以下のような文が存在する。英訳は Waterson (1980) による。 
 
(1)  “ozbekistɔn-dan                  čiq-ib                ket-yap-miz- i?” 
 ウズベキスタン-ABL       出る-CVB.PF     ket-PROG-1.PL-Q                (BBCuzbek.com)2 
「我々はウズベキスタンから出ていますか？」 
 
(2)  men       čarča-b                   qɔl-di-m. 
 私は      疲れる-CVB.PF     qɔl-PAST-1.SG                                 (Waterson 1980: 165) 
  (I‟ve got tired.)  
 
(3)  sɔat-im-ni                       buz-ib               qoy-di-m. 
時計-1.SG.POSS-ACC      壊す-CVB.PF     qoy-PAST-1.SG                    (Waterson 1980: 168) 
(I broke my watch.)  
 
本稿は、上掲 (1) ~ (3) のような、ウズベク語の補助動詞構造《完了副動詞 (動詞語幹- (i) 
b) +ket-, qɔl-, qoy-》の用法を、BBC のウェブページからの用例収集とネイティブへのインタ
ビュー調査によって考察することを目的とする。《完了副動詞 (動詞語幹- (i) b) +ket-, qɔl-, 
qoy-》を複合動詞、あるいは、この場合の ket-, qɔl-, qoy- を助動詞としてみなす先行研究が
ある。本稿では一貫して《完了副動詞 (動詞語幹- (i) b) +ket-, qɔl-, qoy-》を「補助動詞構造」、
完了副動詞 (動詞語幹- (i) b) の後の ket-, qɔl-, qoy-を「補助動詞」として扱う。 
 なお本動詞として用いられる際の ket-, qɔl-, qoy-の意味はそれぞれ「行く、去る」、「残る」、
「置く」である3。 
                                                        
1
 チュルク語の 1 種。为にウズベキスタン共和国内で話される。話者数は約 1660 万人。東方またはチャガ
タイと呼ばれる言語グループに属する。子音音素は 36 個、母音音素は 6 個。SOV 語順である。1940 年に
キリル文字正書法が制定された (庄垣内 1988: 829 要約)。1995 年にはラテン文字正書法が制定された。現
在後者へ移行中である。 
2
 「2.1. 用例検索」で用いた「BBCuzbek.com」から収集したことを表す。 
3
 Krippes (1996) によると、ket- では「to go away, leave, depart (p. 77)」、qɔl- では「to stay, remain (p. 230)」、
qoy- では「1. to place, put, set; 2.to leave, set aside; to release from one’s grasp, embrace, safekeeping; 3. to oversee, 
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先行研究によると、補助動詞構造《完了副動詞 (動詞語幹- (i) b) +ket-, qɔl-, qoy-》は「完
了」の意味を持つとされることがある (Krippes 1996: gs25)。しかし、先行研究内でも「完









Waterson (1980) と、Krippes  (1996) は、ウズベク語-英語辞典である。Sjoberg (1963) は







BBC ウズベク語のウェブページ (「BBCuzbek.com」 http://www.bbc.co.uk/uzbek/) にて、
2009 年 6 月 18 日から 7 月 18 日までの記事を集めた。データの分量は約 1.2MB である。文
字数は約 21,300 文字であった。 
 そして、《完了副動詞 (動詞語幹- (i) b) +ket-, qɔl-, qoy-》の用例を MS WORD の検索機能で
抽出した。同時に先行する本動詞の動詞語幹も記録した。 





 qoy- に関して、先行研究で意志性が問題となっており (Krippes 1996: gs26)、「意志」
動詞が用いられるのではないか。 
 
                                                                                                                                                                  
to survey; to herd or graze animals; 4. to overlook, to not consider (e. g. the result, consequences), to not keep in 
mind (p. 235)」という記述がある。 
4
 ウズベク語のキリル文字正書法に対応する転写文字を以下に示す。 
А=a, Б=b, В=w, Г=g, Д=d, Е=e, Ё=yɔ, Ж=ž, З=z, И=i, Й=y, К=k, Л=l, М=m, Н=n, О=ɔ, П=p, Р=r, С=s, Т=t, У=u, 
Ф=f, Х=x, Ц=ts, Ч=č, Ш=š, Ъ=ʔ, Ь=なし, Э=e, Ю=yu, Я=ya, Ў=o, Қ=q, Ғ=ɣ, Ҳ=h (庄垣内 1988: 829 より一部
引用)  
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以下、表 1 に、《完了副動詞 (動詞語幹- (i) b) +ket-, qɔl-, qoy-》の用例分布を「のべ」、「こ
とわり」に分けて記す。 
 
表 1: 《完了副動詞 (動詞語幹- (i) b) +ket-, qɔl-, qoy-》の用例分布 
 動詞語幹- (i) b ket- 動詞語幹- (i) b qɔl- 動詞語幹- (i) b qoy- 計 
のべ 52 37 21 110 
ことなり 32 23 17 72 
 
2.1.2. 分析 




 そして、表 2-2、表 3-2、表 4-2 にデータを示した。斜線の左側がそれぞれの分類に該当
した数で、右側が全体に対する割合である。パーセントは、小数点第 2 位を四捨五入した
後の数値である。 
 まず ket- の副動詞語幹を以下に挙げる。下線部、囲い線については考察で詳しく述べる。 
 
表 2-1: ket- の副動詞語幹と分類結果 
ɔl- (8)「取る、得る、持つ (意)」、čiq- (8)「出る (移、为、意)」、bol- (4)「なる (为、意)」、
qɔl- (2)「残る (为)」、tuš- (2)「おりる、下る (移、为、意)」、buɣlan- (2)「蒸発する (为)」ɔš-
「高まる、増える (为)」、ɣizilla-「さっと動く (移、为、意)」、ozgar-tir-「変わる-CAUS (客、
意)」、tuš-ir-「乗る-CAUS (客、意)」、ot-「進む、行く (移、为、意)」、eskir-「古くなる (为)」、
qorq-「恐れる」、čozi -「広がる、伸びる (为)」、taš a-「投げる、投げ出す (为、意)」、kučay-
「増える (为)」、ešit-「聞く、聴く (为)」、sudra-「引きずる、曳く (客、意)」、teg-「触れる」、
ara aš-「混ざる (为)」、qɔriš-「混ぜ合わす、攪拌する (客)」、sarɣay-「黄色くなる (为)」、uč-
「出る (移、为、意)」、sɔɣay-「回復する (为)」、sɔwyq-la-š-「冷たい-VBLZ-RECP (为)」、il-「掛
ける (客、意)」、quwla-「追う、追跡する (移、意)」、bɔš a -「始まる (为)」、tiklan-「回復
する (为)」qil-「する (意)」、tala-「襲う (客、意)」、oxša-「似る (为)」 
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表 2-2: ket- 副動詞語幹分類データ 
 
次に qɔl-と qoy- の副動詞語幹と分類データを以下に挙げる。 
 
表 3-1: qɔl- の副動詞語幹と分類結果 
 
表 4-1: qoy- の副動詞語幹と分類結果 
 
移動 为体変化 客体変化 意志 
のべ 52 14 / 26.9% 34 / 65.4% 6 / 11.5% 34 / 65.4% 
ことなり 32 6 / 18.8% 21 / 65.6% 6 / 18.8% 16 / 50.0% 
saqla (n) - (6)「維持する、守る (客、意)」、toxta (t) - (5)「止める、中止する (客、意)」、bol- 
(4)「なる (为、意)」、kut- (2)「待つ、期待する (意)」、tuš- (2)「(ある状態に) ある」、bɔr-
「行く (移、为)」、huwilla-「空になる (为)」、qɔč-「逃げる (移、为、意)」、qayt-「変わる (为、
意)」、sora-「問う、尋ねる (意)」、nihɔya-la-「終わり-VBLZ- (为)」、yoqɔl-「消える (为)」、aylan-
「なる (为、意)」、organ-「慣れる、習熟する (为)」、kučsiz a -「無力になる、弱くなる (为)」、
arala-「参加する (意)」、qara-「向かう (移、为、意)」、silkin-「振られる、揺れる (为、意)」、
kor-「見る」、bil-dir-「知る-CAUS-」、piš-「定まる (为)」、xira aš-「暗くなる (为)」、ket-「行
く (移、为、意)」 
 
表 3-2: qɔl- 副動詞語幹分類データ 
 移動 为体変化 客体変化 意志 
のべ 37 3 /  8.1% 18 / 48.6% 11 / 29.7% 21 / 56.8% 
ことなり 23 3 / 13.0% 15 / 65.2% 2 /  8.7% 11 / 47.8% 






表 4-2: qoy- 副動詞語幹分類データ 
 移動 为体変化 客体変化 意志 
のべ 21 0 /   0% 0 /   0% 17 / 77.3% 21 / 100% 
ことなり 17 0 /   0% 0 /   0% 13 / 72.2% 17 / 100% 
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2.2.2. 考察 
用例検索では ket-, qɔl-, qoy- の 3 者がどのような動詞と共起するかが明らかになった。以




 ɔl- (取る、持つ、得る)、čiq- (出る) と共起しやすい。 
(4)  keyin    u        lɔs+anželec-dagi              kalifɔrniya               uniwersitet-i 
次に     彼     ロサンゼルス-ADJLZ     カリフォルニア     大学-3.SG.POSS 
kasalxɔna-si-ga           ɔl-ib                      ket-il-gan-ø,… 




(5)   ykraina-lik             etakči           arxiw          mutaxassis-i     wɔlɔdimir   wiatrɔwič 
ウクライナ-人     リーダー     公文書       専門家-3.SG.    POSS             PRO 
hužžat-lar    taxlam-i                         ɔra-si-dan                   sarɣay-ib                       ket-gan 
記録-PL       積み重ね-3.PL.POSS     中-3.SG.POSS-ABL      黄色くなる-CVB.PF     ket-PTCP 
žild-ni               ɔl-a-di 





 saqla (n) - (維持する、守る)、toxtat- (止める)、bol- (なる) と共起しやすい。 
(6)   bladimir   oz        ɣalaba-si                ɔrt-i-dan                         WBO, IBF, IBO 
PRO           REFL    勝利-3.SG.POSS     後ろ-3.SG.POSS-ABL    (ボクシング関連団体)  
yonal-iš-lar-i                                boy-i-ča                                 mawqei-ni         saqla-b  
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 为体変化動詞と比較的共起しやすい。 
(7)   sanʔatkɔr-ning      1982yil našr      et-il-gan                           triller             albɔm-i 
芸術家-GEN         1982 年             出版 する-PASS-PTCP     スリラー     アルバム-3.SG.POSS 
insɔnyat      pɔp            madaniyat-i          tarix-i-da                       eng         kop 
人類           ポップ       文化-3.SG.POSS    歴史-3.SG.POSS-LOC     SUPER     多い 
sɔt-il-gan                albɔm           bol-ib                qɔl-mɔqda, 







(8)   swet             hɔkimiyat-i            hamma      respublika-lar-ni bir+bir-i-ga                iqtisɔd-iy 
ソビエト    統治-3.SG.POSS     全ての      共和国-PL-ACC 1+1-3.SG.POSS-DIR     経済-ADJLZ 
žihat-dan      bɔɣla-b                 qoy-gan-ø. 




ていることが確認できる。なぜならば、補助動詞 ket-, qɔl-, qoy- の元々の意味 (本動詞とし










本節では、インフォーマントによるインタビュー調査によって補助動詞 ket-, qɔl-, qoy-の間
にどのくらいの互換性があるのか、検証する。 
 インフォーマントは 1 名、男性 (1986 年生、フェルガナ出身) である。今回収集した全例
文 (106 文) を紙媒体で渡し、ket-, qɔl-, qoy-がそれぞれ他の 2 つに置き換えられるかどうか
尋ねた。 
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 以下、表 5~表 7 に結果を示す。 
表 5: ket- 副動詞語幹置き換え結果 
 qɔl- 置換可能 qoy- 置換可能 
ket- 副動詞語幹 52 18 / 34.6% 2 / 3.8% 
 
表 6: qɔl- 副動詞語幹置き換え結果 
 ket- 置換可能 qoy- 置換可能 
qɔl- 副動詞語幹 37 9 / 24.3% 5 / 13.5% 
    
表 7: qoy-副動詞語幹置き換え結果  
 ket- 置換可能 qɔl- 置換可能 
qoy- 副動詞語幹 21 2 / 8.7% 1 / 4.8% 
 
以上より 3 者間の互換性について、以下のような指摘ができる。 
 
 ket- と qɔl- の互換性は 2 割から 3 割程度 
 qɔl- と qoy- の互換性は 1 割程度 
















今回は調査対象を《完了副動詞 (動詞語幹- (i) b) +ket-, qɔl-, qoy-》のみに絞ったが、未完
了副動詞とその否定の場合も取り扱う必要もあるだろう。 
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略号一覧 
+  複合語 PASS passive 受身 
-  接辞境界 PAST past 過去 
1, 2, 3  各 1, 2, 3 人称 PF perfective 完了アスペクト 
ABL ablative 奪格 PL plural 複数 
ACC accusative 対格 POSS possessive 所有 
ADJLZ adjectivalizer 形容詞化 PRO proper name 固有名詞 
CVB converb 副動詞 PROG progressive 進行アスペクト 
DIM dimunitive 指小 PTCP participle 形動詞 
DIR directional case 方向格 REFL reflexive 再帰 
GEN genitive 属格 SG singular 単数 
GER  gerund 動名詞 SUPER superlative 最上級 
IPF imperfective 不完了アスペクト Q question marker 疑問 
LOC locative 位格    
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